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北信越代表大学生サッカー選手の体力特性とその課題について
A Study on Physical Characteristics of Elite Collegiate Soccer 





　近年の日本サッカーにおける U23 年代の成長は著しく、それは U23 日本代表（年度により U21 、
U22 となる場合もあるが）の活躍にもあらわれている。2012 年に実施されたオリンピック競技会ロ
ンドン大会では 4 位に入賞し、アジア競技大会においても 2002 年に準優勝、2010 年には優勝をし
ている。特に同年代である大学生サッカー選手における競技レベルの向上や国際大会での活躍も著
しく、ユニバーシアード競技会における最近の 6 大会では、優勝 4 回（2001 年、2003 年、2005 年、
2011 年）、3 位入賞 1 回（2009 年）と好成績をあげている。
　2011 年の J リーグチーム（当時 38 チーム）へ加入した新人選手（121 名）のうち、大学出身の選
































る。2011 年度および 2012 年度のプレシーズンに実施したフィジカル測定における測定値を分析の対
象とした。測定日は、2011 年 3 月 29 日および 2012 年 3 月 27 日であった。
　本学サッカー部は競技レベル別に 3 つカテゴリー（TOP、A2、A3）に分けられているが、北信越
大学サッカーリーグ 1 部へ出場している TOP チームを A 群とし、それ以外の下部チーム（A2 およ
び A3 チーム）を B 群に分類した。本学の TOP チームは、2011 年度には第 35 回総理大臣杯全日本
大学サッカートーナメント大会および第 60 回全日本大学サッカー選手権大会へ北信越代表として出




身　　  長 cm 173.15 ± 5.63 171.34 ± 5.52











ロアジリティ、パワーとして垂直跳びおよびバウンディング（3 歩）、間欠的持久力として YOYO 
Intermittent Recovery Test level2（以後 YOYOIR2）を実施した。各種目の要領は下記のとおりで
ある。
　長座体前屈は、「新・日本人の体力標準値〈2〉」 6)の実施要領に準じて実施した。
スプリントは「JFA フィジカル測定ガイドライン 2006 年版」の実施要領に準じて実施し、10m、
20m、50m の 3 か所でのタイムを同時に計測した。計測には光電管（Brower 社製スピードトラップ）
を使用した。
　プロアジリティは、「NSCA 決定版　ストレングストレーニング＆コンディショニング　第 3 版」 
7)の実施要領にて実施した。ただしライン間の距離は 5m とし、計測には光電管（Brower 社製スピー
ドトラップ）を使用した。











学サッカーリーグ 1 部リーグ（以後 JUFAK1）に所属する大学生サッカー選手9)、日本プロサッカー
協会ディビジョンⅠ（以後 J1）所属チーム選手10)、U18 および A 代表の日本代表サッカー選手8)との
比較を行った。また同年代における国外の大学生サッカー選手として、NCAA（National Collegiate 
Athletic Association：全米大学体育協会）ディビジョンⅠ（以後 NCAAD Ⅰ）所属選手11)、国外の
プロリーグ所属選手としてクロアチアのプロサッカー最上位リーグ（以後 1.HNL）所属選手12)との
比較を行った。
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Ⅲ．結果および考察
１．競技レベルと体力要素の関連性



















長座体前屈 cm 49.40 ± 8.53 48.92 ± 5.54 n.s. 0.038
スプリント　10m 秒 1.889 ± 0.063 1.937 ± 0.073 ** 0.299 **
20m 秒 3.180 ± 0.077 3.253 ± 0.104 ** 0.337
**
50m 秒 6.780 ± 0.165 6.945 ± 0.249 ** 0.334
**
プロアジリティ 秒 4.936 ± 0.116 5.103 ± 0.159 ** 0.480 **
垂直跳び cm 62.61 ± 5.92 60.25 ± 6.36 n.s. 0.166
バウンディング m 7.032 ± 0.33 6.695 ± 0.377 ** 0.394 **
YOYO　IR2 m 1060.7 ± 214 873.8 ± 193.3 ** 0.417 **















　スプリントの比較では、10m のタイムにおいて U18 日本代表および J1 所属選手の値に対し低く、
J1 所属選手との間には有意差が認められた。（P<0.01）しかし 1.HNL 所属選手との比較においては
有意に高い結果（P<0.01）であった。20m では、U18 日本代表より低く、1.HNL 所属選手よりは有
意に高かった。（P<0.01）50m では、体力標準値と比較し有意に高い値であった（P<0.01）が、
JUFAK1 所属選手（P<0.01）および U18 日本代表、J1 所属選手（P<0.01）との比較においては低い
値であった。星川ら17)は、サッカー選手の 20m 走タイムの評価基準として、シニアトップ選手とし
ての平均的なタイムを 2.98 ～ 3.02 秒としており、その評価を基準とすると北信越代表大学選手は、
トップレベルのサッカー選手のスプリント力としては低いといえる。
　垂直跳びでは、NCAAD Ⅰ所属選手より高く、JUFAK1 所属選手および J1 所属選手よりは低い値








年齢 歳 19.7 ± 1.2 - 19.8 ± 1.2 n.s. - - 27.5 ± 4.0 ** 19.9 ± 1.3 n.s. 24.2 ± 3.2 **
身長 cm 173.15 ± 5.63 171.71 ± 5.61 n.s. 174.5 ± 5.2 n.s. 177.6 - 178.9 ± 4.8 ** 177.6 ± 6.3 ** 180.7 ± 3.4 **
体重 kg 66.96 ± 5.44 62.49 ± 8.02 ** 67.7 ± 5.4 n.s. 70.2 - 75.2 ± 4.8 ** 77.5 ± 9.2 ** 78.4 ± 5.2 **
長座体前屈 cm 49.40 ± 8.53 48.27 ± 10.7 n.s. - - - - - -
スプリント　10m 秒 1.889 ± 0.063 - - 1.83 - 1.75 ± 0.09 ** - 2.03 ± 0.9 n.s.
20m 秒 3.180 ± 0.077 - - 3.12 - - - 3.28 ± 0.7
n.s.
50m 秒 6.780 ± 0.165 7.35 ± 0.51 ** 6.56 ± 0.13
**
6.65 - 6.46 ± 0.25
**
- -
プロアジリティ 秒 4.936 ± 0.116 - - - - - - -
垂直跳び cm 62.61 ± 5.92 - 62.7 ± 5.4 n.s. 58.2 - 68.9 ± 4.7 ** 61.6 ± 7.1 n.s. -
バウンディング m 7.032 ± 0.33 - - - - - - -
YOYO　IR2 m 1060.7 ± 214 - - 934.7 ※2 1019 - - -
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ワー過多」モデルと近いことが分かる。「パワー過多」モデルとは、1 段目の FM が非常に低く、2
































３．パフォーマンスピラミッドでは、1 段目の FM が小さく、2 段目の FP が比較的大きい「パワー過多」
　モデルとなり、FM の向上の必要性が示唆された。
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